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に よれ ；よ進 礁 サ ン ゴ の 太平洋斧 に お け る 北 方限界は 館山湾 〔L ．35 エON ）で あ り，本粥 ・四 国
．九州を 含 む

北 部 区 （ユiortb 　lrn 　 subfauna 〕は Hydnophoi ’
a と 1

”
Uj
’binaria の 多い こ と，　 Caulastraea と PodaT）ccia の

変種 の 豊富 な こ とが 指 嫡 され て お り ， 琉球 区に くらべ る と ，
Ttibipera，ムf磁 脚 照 ，　 Hetiopora．　 G ‘i’laxea

，

Coel　 se厂is，　Eckin｝porn を欠い て い る 。 〔岡 円 鄭 一郎 ，木場一夫 ）

生 理 擧 今酬 本 動物学 会 r）：ffi立 七 ＋ 五 周 年 を 群 る 1・
’・・　S・ た り，記 念 号 を 発 行 し て ，動物学 各分科 の 日

本に 於 1ナる 発陛 史を登載する こ とに な つ た こ と は ，ま こ と に 慶賀に 堪え ない こ と で あ る 。

　そ の 各 分 科史 の 中，牛 理 学 史 2）一部 を 私 に 担 当 さ せ て 1頁い た こ とは，私 の 甚 だ 光 栄 と す る 処 它 あ る 。 た Y

申訳 ない こ と に ，公 私多 ＃，］・！）た め 充分 そ の 責 を果 し得 な か
’
つ た こ と を幾職 こ も御詫申 上 げ る実 第 で あ る c、

　生 理 学史 と 云 つ て 毛，動物 学 の
一・分 科 と し て の 生 理 学 史 で あ る か ら，私 の 受持 つ 部 分 は，医学 若 の 生 理 学

は 大巾 に 省 略 し て 勢い ，主 と し て 一般 生 理 孝吸 動物 生 理 学を 取扱 5 こ と に な る 。 侮 東京大学木下治雄教授及

び 名古屋大 学山本時 男 教授が故谷津直秀 先 皇 閥係 O 研究分 野｛こ 就い て 記 さ れ る そ うで あ る か ら，そ の 分 は 私

の 記述 か らに省曄或 ｛ま簡 略に さ せ て 嘖 くこ と ltす る 。

　早 い 時代 iこ は 何れ の 学 問で も 分化 分 業 が 行 わ ii．ず ，学 問 妥、学 者 も諸学 を兼 ね た も の で あ る 。 ま た そ の た め

に 却 つ て 有 利な こ と 霞，あ つ た ， 先 ず 石原明 の 生 猩 学 史年表 の 中 か ら更 に 重要 の も の を摘記す れ ば 最初に 現 わ

れ て ゐ る の は 〔i　 ．紀前 150 〔｝，Ebers パ ピ ル ス ： 現 在最 占 の 医書，靈 気説既 に 記 さ る 〕 と あ る 。 そ の 当時 の

社会 文化更 彌 に は埃 及鷲 王国創建 と ある o ギ リ シ ヤ の 医祀 AlkmeiOn は 520　B ．　 G ．頃 の 入 ，　Hippokrates

tt’378 耳．　 C ．懐体病理 言乾に 立脚 し た 生 理 学言虻を 諚 き、全 隻 59 篇 と云 わ れ る 。
　 Ar1stoteles （B ．　C ，3S4− ）

は 哲 学的 生 理 学説 に よ i）生 命 の 目的 適合説 を 唱 う， 置紀 前 isCj頃 〔東 洋医学 の 基本丈献
‘‘
黄帝内経素問 ・

鰻 1區”
結 集 せ ら る 〕 Galenes （131−一）は 占代医学 の 最高旛 威 で 彼 の 観念的 生 理 学説は 13 狙紀間 に 亘 り医

学 を 定 惹 生 理 実Sftを Tif・　・｝と あ る 。 灘路天 皐 3 年 儼 暦 459 ） ぱ 口本 の 記鐶 載 る最古 の 解屍
一一
c　G）

つ 弋 仏

教渡来　（552 ）　の 前 で 耋）る o

　欽 明天皇 23 年 〔西紀 562）巾 Eヨか ら生 鏗 解剖耆
‘‘
犀月堂 wa’7 渡来

’
〔飛鳥時 代）大宝 元年 （701 ｝に 至 り医

育制度 を定 め ，基塰 医学 の 学 習課定 と学習 す べ き華本 医書を挙 ぐ 。 基礎 医学書重要視 さ る 。 聊銅 5 年 （712）
嘲‘
古事記

”
成 り古代 の 生理 思想散 見 さ る b （奈良選i都 71D）。 弘 仁 3 年 〔812） の 頃出雲 広貞

‘‘
難 隆臨委

｝：
を

著飢 邦入 の 手に な る 最 古 の 生 理 学 文 献 と称 せ られ る が 殕 む ら く現存 せ ず と云 ふ 。天長 ユ〔｝年 〔833 ）小矇藏

根
‘‘
太 素軽集註

”，第 2 の 生 理学 交献 鱇 原氏全盛時 代）。 延長元 年 ｛923 ｝瀬 順
’ ‘

和 名類艱 抄
り

‘和 漢対訳

辞書）を 作 る ，中 に 人体 各部 の 名称 を挙 ぐる こ と 補詳 。 永観 2 年 （98の ナ｝被康 総
‘‘
医心方

”
を撰す 。 隋唐

医学 の 集大成 ， 本 邦現存 最古 の 医書 。 餤念 論的 巴想 濃 し 。 正 唇 2 年 （9．91）具 平親王
‘盖
弘快外 典抄

け

を撰す 。

平安 時代 の 生 輝 丈献 と し て 最 高。建 冶 3 盆 （127？｝ 廾 波 行 長
L‘
鱇 腑拾 類 抄 ．”解剖 生 理 学専 去 の 最初，但 し

現存 せ ず。弘安元 年 〔1278 ）頃儒寂澄
‘‘
五 蹟論

”
を撰す 。

‘‘
弘決外 典抄

”
を もと とす 。 現存 最古 の 解翹 生 理

学 専書。

　嘉 元 元年 （1303）提原 性全
‘‘
頓 医撹

’

の 中 に
‘ ‘

五 藏六 府 形 fr突”

と冠す る 2 卷 あ り ， 邦文生理解剖専書の 最

古 の もの （1315 同 人 著
“
万 安 方

”
に も再録，彩色解剖図入） 天 正 13 年 （1585）永 田 咎 成

‘
選 之弁

”
を著

す 。 経 験的生 理 號 を述 べ 明医学 の 臭 を脱す c 寛永 ユ0 年 （／633）沢野忠庵 （Christophan 　Ferrejra ）西洋外

科 学 を講 銚 そ の 伝書 を
び
爾螢 流外科 秘伝書

：’
と称 し GalenOS

』
孟 を引 くD 酉洋 生 理 説 の 最初 の 邦文 記載 っ

宝 暦 4 年 （1754 ）山 脇東洋 等京 都 に 於 て 人体解剖 を 観察 し 占来 の 室 論 を破 る ： 本…畩 こ 於 げ る 科学精神 の 確 立 ，

　矚和 8 年 （17叫 前野艮汎 杉 国玄 白 ， 中川淳蹙等江戸小塚 原に 解剖を観 察 し颪 羊解剖書 の 韈 讃 を 始 む 。

安 永 3 年 （1？74）杉 旺 玄 貞訳
Lt
解体新書

”
刊 行 。 生 理 学交獻 と し て 竜 重要な る 古典 。 寛 政 12 年 （18DO ）大矢

省 斎孀 人刊屍 の 解 削 に 際 し畢 汁 ， 藍汁 を馬い 腎 の 機能 と 血 管 の 透 遡 生を 実 験 。 丈化 2 年 （18（，5）伏屋礒 む 隹

“
＊｛1蘭医 話

”
刊 行．鳳 生 成 に 漉 説を唱 え 笑 鹸的証 明 を言ヨ載 ， 鮭 の 脊髄 切 断 を試 む 。 同年 ， 宅 「［li瞬 齊

‘
医学

提綱
”

刊 行 。 現 代術語 こ れ に 起原 す 。 同 年 ， 華 岡青洲 ：よ じ め て 麻 蘚翔 を入 体 に 用 い 大 手 術 を 行 弓。 文 化 8 年

（39 ）
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（1811）橋本曇 斎
‘‘

エ trキ テ ル 究 理 原
”

人 体 の 電 気作用 に 言及 。 交 化 1  年 （1813）高粤長英，岡研 介共 訳
‘‘
蘭説養生 録

”
成 る 。 本邦生理衛生 学専書 の は じめ 。 同年 ，服 部星溪

‘‘
人事原

”
刊 行。漢方 医説に よ る 生 理

学専書 。 文 化 ．14 年 （1817）杉 田玄白 （1732 − ）本邦基礎 医学開柘者 85 才 に て 死 す 。 天 保 2 年 （1831｝岡

・研 介
‘‘

生譲論∴ 本邦最初 の 本楮的生 理 学 書，生気論 の 立 場 よ り総論 を記述，未刊 。 天保 3 年 （1832 ）高野

長英，
‘‘
医原樞 要

”
刊 行 。 生 理 学書 の 始 。 同年 ，小関 三 英，

‘‘
西医原病略

”

刋 。 生 理学 用 語 の 驛説 。 天 保 7

年 （1836 ）…fft乍院甫 編集
“

泰 西名医彙認
’
，本邦医学雑 誌 の 始 。 天保 13 年 （1942 ） 緒方洪庵 等大 阪 に 解剖

社を 設 立 す （学 会 の 最初 ）。 天 保 14 年 （1843）掘内忠亮 抄談
‘‘
幼幼 精義

”
刋 。 小児 の 生 理 を説 くb

　明治 3 年 （1870）大学東 校 に て A ・F・Baucluin 生 理 学 を講ず 。 明治 4 年 （1871）L ．　MUIIer 東大に

於 て 生 理 学 を 講ず 。 明治 6 年 （］873）坪井信良
‘‘
和蘭医事雑誌

”
創刋 。 本邦定期刋 行医学雑誌 の 最初 。 生

理 学 の 論文始 め て 公表 さ る 。

曇 ）糊
明 治 9 年 〔1876）東 大 1こ て E ・Tj ・ gel 生 礪 学 専任教 asと な る 。 明治 10

年 （1877）大 沢 議 二 ，Tiege1 共 款 論 文 P 舳 gerFs　Archiv に 揚載，邦人 の 手 にな る最初 の 欧文 生理学 業績 。

　明 治 15 年 （1882〕大沢鍾 二 ，東大 牛 理 学 主 任教授 と な る 。 （日 本 生 理 学 の 独 立 ）。 明治 22 年 （1889 ）田

原臭純 フ グ 毒 の 化学的 Ptigを 行 弘 明 言餌 5 年 （／912）高峰讓 吉 ， ア　F
’
・・f ナ リ ソ の 発見 （学 IL

’
院賞）。

　大 正 2 年 （19．　13）石原識
“

生 理 学実習
”

刋 。 最初 の 実 習書 。 大正 3 年 （1914 ）田 原 淳，刺戟尻導系 の 研

究 （恩 賜 賞 〕o 大 正 11 年 （192Lt〕大 日本生 理 学会設 立 。 第 1 回総会 の 研 究報告 37
。 同年 ， 清野隷次 ，生 体

染色 の 観 究 こ よ り学士院賞 を受 く。 大 正 12 年 （1923）荻 劈 久 作，排 卵 と 月 経 と の 関係 を 解 明 。 大 正 13 年

（1924 ） Jll＃Ltpa 也 ・類 脂 体 の 研 究 ・ 鈴木侮太郎，高 橋克巳 副 栄i養素 の 研 究 （学 土 院賞）。 田代 四 郎 ， 神 経組

織 の 巌酸 発生 の 研 究 （東 宮御 成婚記 念賞）。大正 15 年 （19．　26）橋 田 邦 謬
“
Journal　of　Biophysics”創 刋 n

昭 和 2 年 （1927）加藤元 一，神経 の 不 滅嚢 広導 の 研究 （学 士 院賞）。 こ れ を 機 と し て 生 理 学会に 大論 簧起 る 。

橋田 邦彦 ， 東洋的金体観を 生 理 学に導入 。 昭和 7 年 （1932）
“H 本生 理 学夊醸 ，，刋。明 治 6 年 よ り昭 和 5

年迄 b）論 文 3873 を載す。昭 和 8 年 （1933）加藤 豊治郎 ，中沢房吉．体液滲 透 の 研究 偲 賜賞 ）。 昭和 9 年

（1934）生 理 学雑 談会
t ‘
生 理 学 余外集

”
創刋 。 昭和 ll 年 （1936）富田雅次，胎生 化学 の 研 究 （東宮記 念 賞）。

日本生 理 学雑誌 創刋 。 昭 和 13 年 （1938）清 水多栄 ，胆 汁酸 の 化学的及び生理学的研究 ｛東宮御成婚詑念 賞）。

日本生 理 学会 の 協議に よ り生 理 学期語を制定 。 昭 和 14 年 （1939）呉建，脊髄副交感紳 経 の 研 究 （恩 賜賞）。

昭和 ユ9 年 （1944）緒方知 三 郎 ，唾 液腺内 分 泌 の 研究 （恩賜賞〉。 昭 和 24 年 （1949｝久留勝 ．脊髄後角内

痛温 覚伝導細胞 の 餅 究 （学 ± 院 賞）。

　以 上 は 石 原明 の 生 理 学 史年表 中か ら，日本 或 は 東 洋 に関係 あ る 主 な る事項を拔 き書 き した もの で あ る が ，
そ れ に よ つ て 我 国 に 於 て も生 理 学 の 淵源が 如何 に 遠 く遡 る も の で あ るか と共 に ，また先 人 の 苦心努力 の 種 が

推iしはか られ る の で あ るo

　 「日本 に 於 け る生 理 学 の 発 瀏 に就 い て 特 1こ研 究 を 続 け られ る の は 内tu孝一で ， 生 理 学講座 中 の 同題 の 論

述 を始 め 数 々 の 論夊 は貴重 な る 資 料 ℃ あ る 。 諸 学 の 分 化 の 行われな い 昔 の こ とは 別 と して ，〔
‘’
科学 と し て の

生 理 学
”

と し て
‘‘
実 at的 生 理 学

T’
へ の 馗 は た や す く創 め らtzftの で は なu ・。 臼本 で ぽ わずか に 200 年 来 の こ

と で あ 駕 西洋 で も約 400 年来 の こ と に す ぎない 〕 （内 」q）。 そ して 西洋に 於 け る と同 様 に 観念的生理 学 か ら 実

証的 生 理 学 へ と 進 ん だ 。 内山 i彬 田玄 白 〔・733−−1817 ）の 訳 し た
“

解体新書
・’

按 永 3 年刋，1774）を L」つ て

日本に 於 け る生 理 学 の は じ め と して い る 。 内山は 多 くの 古典 を検討 し ， 伏 屋素狄 の 和 蘭医話 の 中 に 尿生成 の

学説 と し て 伏屋 の
“
漣説

”
は B ・ wm ・ n の

‘‘
漉過説

”
σ842）1こ先 立 つ こ と約 35 年 で 世界 の 生理学 界に 竭

し て気を 吐 くも の と 記 し て い る 。 日本に 於 け る 現代生 理学 の 父 は 大沢諜 二 と され る 。 彼は 嘉永 5 年 〔1852｝
三 河 に 生 れ ，1明 治 2 年 （1869）欧洲留学 ，

ベ ル リ ソ 大学 に 学 び ，明治 7 年 濡朝，昭 和 9 年 （ユ876 ）東京

医学 ta教S2と な ‘〕・同 10 年 （1877〕東京大学教授 と な る 。 昭 和 2 年 1 月 IG 日 （1927）76 才 で 逝去 し

「゚） 此 の 論文 の 著者及 び題 目は 目本生 理 学 丈献に よつ て 見出す こ と は 出来 な か つ た こ とは 残念 で あ る 。 原著
幽

　 の あ る雑誌 は 東大 図書館｛こ は あ る 筈だ が 今 手近 に ない の で 参照出来な い 。

殉
明治 8 年 （1875）に は 松 山棟庵の 睡眠 の 説 な る 論文 が 医学雑誌 〔2 〕 ユ，に揚 載 され て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘40 ，
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た 5 筆者等 も学生 時 代 〔大正 5 年頃）に 生 理 学 i）一部 を彼 の 講義に 聴 、・た 竜 の で あ る o 東 大 の 生理 学教授は

そ の 後 ，永 井潜，橋 田邦彦，坂本 嶋 嶺等を経 て 現教授福 田 邦三 ，若林勳 に 至 つ た。

　昭 和 7 年 ， 橋 顕邦彦 を繍 舜薫発行者 と して ，「目本生 理 学 文齢」が刋 行 され た 。 こ れ は 明治 6 年 か ら昭

和 5 年迄 の 日本 1こ 於け る 皇 選 学 文献を著 者 の ABC 順に 従 つ て 掲 げたもの で ， そ の 包 含す る 論文数 3873

に 上 り，研究 者 の 甚だ便 と す る 処 で あ る 。 同書は永耒
二

港 が東大教 授 と し て 在職 25 年記念 に捧げ た も の iP 倶

し所載論交題 目は殆 ど医学関 係雑 誌 か ら集録 し た もの で あ る か ら ，重勵 学 関 係 ，理 科閧 係 の 雑誌か ら の 集録

が 甚だ 少 く ， 我 々 動物学 関係 者 に は 遺憾 の 点 が ある 。 然 L なが ら 昭 和め初頃 迄は 動物学者 に よ る 近代的 生 理

学研究 は 未だそ の 緒に就 い た ば か りで あ つ て ， そ の 論 文 数 も甚 だ 少 か つ た の で あ る か ら ，止 む を得 ない こ と

で ある 。

　浦本政 三 娼 （当時 慈恵 医大教媛） は 近 世 ヨ 本生 理 学 思想 史論 に 於 て 目本 生 礪 学 の 思 想 史的傾 向 を 論 述 し．

生 理 学 に 東洋観的全 休 観を導人 し た こ と を以 つ て 日本生 理 学 の 独 立 性瞬 敵 と 卩昌え ・ 〜辷の 最 も代表的 な る 者

を轎田 邦彦 か 「科学」 に 寄 せ た 「因果性 と全 体性 」な る 論文 と す る 。 橋 田 は随筆 「碧潭 剿 そ の 趨 こ 於 て そ

の ．思想 を展開 し て い 6 。 彼は 東洋思想殊に 道元 禪 籬の 影 彎を受けた と愚われ るo 浦本 もま た 「全 体覲」 の 立

場 を採 る もの で あつ て ，前記 の 擂田 の 「因呆盤 と 全休跫」 を も つ て ， 〔生 理 学を貫 くイ デ オ P ギーと し て 最

も ア ブ Pt
・
」
＿な 日本 的 な香 い を灘 ，せ て お る も の 最近 に 於 て 右 の 論文 以 外に は 見 当 ら な V ・〕 と 譖 辞 を 捧 げ

て い る 。 彼 は 日 本 生 理 学 が 欧激 と 異 る イ デ オ ロ ギ ーを持 ち 得 た と見徹 す の で あ る 。 欧恭 こ も全体 説 は あ る が

僑三 の そ れ と1爆 る と す る 。 橋 田 は F全機性」な る 文字 を用 い 娼 石井 友幸は唯 物論研究 第 24 矧 こ 於 て 髏

念的生 螽論 の 史的孝察 」 L 題 し嘘物辯証論 の 立 場 か ら橋 田 の み な ら ず ，生物学界 の 全 体論者 と して 丘・内山・

秣等 を挙げ ，何れ も ド リ ーシ ＝ の 亜流以外に
一

歩 も出 ざる も の と難 じ ， 且 つ 生 物学 者 に 於け る 哲 学 の 寅困 を

挙 げ たが （・mSPt，一昭 和 ・9．　P．・4）楙 は 少 く 島 聯 ゆ 所論 ・ 魍
『
る こ 嗷 謙 碓 碍 た もの とは 講 な

い o

大 沢謙二 に就 い て は 前に 述 ぺ た カコ波 が 我邦 近世 生 理 学 の 建設 者
一’
E ・“・ ・ る とすtu　tt　，我邦 実験 生 理 学 の 建設老

は 京 大教授 天谷 博 土 と 云われ る ， そ の 後東大 の 永 井教授 ， 京大 の 石川 日出鷄丸 教授 は共 に マ ッ ク ス ，プ エ ル

ボ ル y の 門 に 学 ん だ 学 者 で あ つ て ，1耐 く学 か ら従 来多 くの 刺激 生 理 ￥者 を劃 膨 た こ と sxそ の 影警 と思 bh

る 。 大 日 本生 理学会は大 正 11 年 〔1922）創立 され た ／．｝：
， そ の 第 1 回大会 に 於 げ る 研究 報告 37 で あ つ た が

第 2 回 ｛こ は 75，第 3 回 に は 107 と 逐年増 加 しえ二
。 刺激 生 理 学 の 研 究 発 表が 殊 に 活靉 で あつ た が ，歳中，

京 大 石 畑 出鶴丸教授 の 学派 と 慶大 加藤元一韆 学 派 eo 問痢 1経 鼬 榔 位 の 興 eC　FA’9 学説に詠 ’て の 論 争

は 第 2 回大会以後多 年に 亘 り，ジ ヤ ーナ リ ズ ム ま た こ れ を 書 き立 て て 些 か 喧騒 の 憾 もあつ たが ．然 し こ れ に

よ つ て 我国 の 刺激生 理 学 がプご．・に 進 展 し た こ と も事 実 で あ る o 大 正 15 年 （19？6｝橋 田 の 編輯に よつ て 出現

した JGurnal。三 Bi。phy ・i・・ は 第 2 卷 を以 て 廃刋 と な 1，学 術会譲 の J・urfial 。f　Medical 　 Sciences の 第

3 輯 Bi。 physi ・・ と し て 継 承 超 L たが 、こ れ も戦 争 の i殱化 に 似 ・1945・に v 。1　X ・n ・・3 を以 つ て 終 つ た ・

終戦後 Joロ rnal 　of　Physiology が 生 理 学 会 に よ つ て 発行 さ れ た （vo1 ，1，；950）。

　我 が 動黝学雑誌 が は じめ て 発 行 ざれ た の に明治 21 年 11F ，．　15 日 で あ る 悲 そ t・1こ 生 理 学的記 事 の 載 つ

た の は 第 1 卷第 4 ．L」・．槻 治 22 年 2 月 】5 口 発行 ）が 総 藹 る 。 「ろ一ま ね
一r氏 の 犬 の 嗅覚 に 就 い て の 実

験 」 と題 し リ ソ ネ 学会誌か ら の S で あ 力款 者に 1．M と あ 購 剛 し魁
・

。 そ の 愿 薄鰓類 髏 鰓鯛 の 水
『

晶休，電 気 を発 す ゐ 魚 ， 螢 の 光 ， ノ ク チ ル カ の 燐 給，．光 線 と酸 化 作 用 等今 日爾閏題 とな つ て 居 る もの で あ る

：bl，多 くは 外国 記事の 飜讃紹 介 で 幼 唯 な啓蒙的 な も の が多 い が ，当時 は学問 の 分科 も進 まず ，
一方 明治初期

に 於 て は人 々 は あ らゆ る 方面に 両 つ て 知 識欲が 駐 盛 で あ つ た の で ， 後 に純然 た る分 類学者 や 形態学者 と な つ

た 入 で も生 理 学的 な こ と に 興味 を持 つ
一
（読 ん だ り 齢 斑 り して い た こ とは 喜ぶ べ ぎ こ と で k・

つ た 。 そ の 賦

r1鵜 清太 郎 が蠏 ！の 作角と題 して 数 回に亘 つ て D ・・w 圭n の ” ・e 　f・ ・ m ・ti。・ ・f　veg ・t ・bl・ m ・ utd ・th ・・ugh

the 　 action 　 of 　 earthworms の 訳 を登載 して い る c

　 東汰 紀要 は初 め 単 iこ 「帝匯大学紀要」 と の み 題 し て 東 京 の 文 字を 冠 L．な か つ た が ，そ の voL 　 I，　 part ユ

（41　
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は明治 19 年 （1886）発行 され た D そ れ に 生 理 学論交 の 初 め て 登載 された の は voL 　VII，18951 明治 28 年｝
で On 　the 　poisonous 　action 　of 　alcohols ロpon 　different　organlsms ．　By 　M ．　Ts ロkamot （）J

　Nogakushi
と あ る 。 塚本農学 ± とは そ の 後如 何 に な られた 仁か は笨 者 は 知 らな 1t・が 指導に対す る謝辞 が Prof．　 Dr ．0 ．

L ・ ew 　lC捧げ て あ る 。 農学部 の 教授 看 あ る 。 実験材料 は 蛙， 1’

ara ・n ・ f・i・tn ・，（］yp ・i・
，
　 CyP ・idina，　Euglena

及 び数 種 の 植物 で ，各種 ア ル コ ール の 作 用 を比 較 し て い る が ，そ の 濃 度は分 子濃度 に よ らずに ，％ で 裏わ L．

て い る 。 理 科紀 要最 初 の 生 理 論文 が農科 の ノ・の 手 に な つ た こ と は 些 か 遺憾 で あ る 。
0 ・Loew 自身 の 論 文 が

続 い て 18971 二 同誌 vo1 ・IX，273−・276 に登載 さ耄して い る ：
一一Physiological　action 　ef 　amidosUlphonic

acid で あ り ， 農 学部教 授 と肩書 が 付 い て い る 。 そ ク）後同誌 に に 生 理 学 的な 論文 は な く大 正 6 年 （1917｝　IL至
り，谷津直 秀 ： Notes 　on 　the　phys 量ology 　of 　Ch αul ）

・bdea　rasXonii
，
　 vol 、　 XL

，
　 Art．3 があ る 。 話 は 動物

学雑誌 に戻るが ，第 十卷 明治 31 年 （1898）に 哲学者 Herbert 　Spencer の Principles 　of 　Bioiogy の 一

部 の 読 が 登載 あ り．蛋 白質 ．榎酸 及び染色質 の 分 子運 動 に 言及 し て い る こ とik今 臼 咳酸 を新 し 1
・
・問題 と し て

．
取扱つ て い る入 々 に対 し，学 問 と云 らもの が如何に そ の 根 ざす と こ ろ が 古 く潔 くあ る か と 云 ろ こ と を 示 す

一

例 と 思 5 。 明治 41 年 （190S ）に 至 り，同 誌 20 卷 総 爵録に よれば ， 内外彙 報欄 記事 の 学科別あ t
，，一般動

物学が 9 項 臥 分 類 ユ5
， 形態 6，発生 ユ6，生 理 ユ9，生 態 13，実験動物 28，応 用動物 8 と な つ て い る 。

こ れ に よ つ て 大 体当時 の 我国 動物学 者 の 興昧 の 傾向を 5 か が い 知 る こ と が 出来 る と思 5が，実験 動物が断然

多 い こ とは こ れ も当時 の 学問 の
一持徴 と見 られ る が 生理 も少 くは な い け れ ど も，オ リ ヂ ナ ル の 論 説 は

一’
つ も

ない の は ま こ と に 淋 しい 。 大 正 も 4 年 に な つ て 榎物 生 理 学者 （九州 大学）纐纈 理一郎 の 「金 魚の 褪色に就 て 」

と 題 す る 論 談 が 動 雑 vol ．　XXVII ，　PP ・125、　IS「S，251
， （ユ915）に よ つ て 書 か れて い る 。 此処 で も ま た動物学

者 が 他に先 鞭を つ i’）られ て い る 。 大 正 6 年 （1917）同誌 29 雀 に 阿 部余 四 男 の 「越後 ウ サ ギの 季 節的変 色 に

就 て 」pp ．201，226，169 、な る論述 が あ る が ， そ の 方法 は 大 休形態学的 で あ る が ，そ の 問題は矢張 り生 理 学

的 財究 に 数 え る こ と が 出来 る だ ろ 5D 同 雀 （PP ，389 −392） に は ，従 来生 物発 光生 理 ｛こ 就い て 大 家 と な られ

た Newton 　 E ．　 Harvey の 「ウ ミ ホ タ ル の 発光現象に 就い て 」 と題 す る 記事 が あ る 。 こ れ は当時少壯気鋭

の 彼 が 材料蒐集に 来朝 し同年 ］1 月 24 日 動物学会 例会に 於 て 講演 した も の を 谷津直秀が 筆記訊 出 し た もの

で あ る 。 既講演は当時学 生 で あ つ た我 々 に大 な る興昧 と刺戟 とを与 え た もの で あ つ た。 同誌 も こ れ に よ つ て

近 代 生 理 学 の 色彩 を 与 え られ た と云 っ て よ か ろ う。

　 東 京 留国大学紀 要に 1887〜1925 の 間 i乙 45 卷 を数 ズ たガ，大 正 ユ5 年 （1926）よ りは 東 京 膏国大学理 学

部 紀 要 と改 め られ動 物学 は そ の 第 4 類 と な る 。 そ の 第 1 卷 に は 生 理 学論文 なきも，第 2 卷以後 に 鎌田 武鮭

等 の 論 」，ZA ；現われ た t
」 そ れ等は 木下 ，山本両氏 の 記述 に讓 る 。

　 家 に 動物学彙鞍 こ就い て 見 る に ，第 1 卷は （1897）明 治 31｝年 に 発 行 せ られ安 田 篤 （植 鞍学 者 ，後 の 第

二 高等学校教授） の
“O ：1the 　 accemedation 　 of 　 some 王nfusoria 　 to　 the　 solution 　 ef 　 certain 　 sub ．

stances 　in　 yarGous 　 concentrations ．”な る 論文 あ り 。 註に よれば著 者 の 了解 に よ 1
）植物学雑 誌 （v   1．　X1，

No ．121，1897）よ り転載 した もの で ある 。 また も植物学 者 に 先鞭 をつ け られ た 。

一
昔世紀初頭 1901 （明治 34

年 ）に 至 り彙 報 Vol ．4 に 箕 作佳吉 の Nega もive　 phototaxis 　 and 　 other 　 properties 　 of 　Li凄torina 　 as

factors　 in　 determining ．　its　 habitat．（p．ユー19） な る論文 が あ る 。 我 意 を強 うす る に 足 る o
耗

こ こ に も

ま た 初期 の 学者 が 却 つ て 眼界 の 広か つ た こ とを示す例を 見 る （箕 作は 後 年寧 ろ 発生学 に 於 て 知 られ る に 至 つ

た ）。 同誌 Vol ．13
，
　 No ．2

， （1931）篠 田統 （京大 ， 動） の On 　 the　 starch 　 digestion　 in　 the 　 silkworm ，

同 VoL 　15，　No ．3 （1936）高 木 俊 蔵 〔京 大 ，動 ） の U 、　 Sekretbildttng 　 in　 der 　 Lichtorgan 　 von

（lvpri（iina　hilgendoア‘“I　Mtiller，＿＿（p．344−351 ）； Vo1．15
，
　 No ．3．1936 本嫡 行彡く良区 （京 大 ，動） の Zur

nerv6sen 　Mechanismus 　der　Gehbewegungen 　beim 　Blutegel （p ．378−381） 等 が あつ て 京 都学派 （ζ）進

出 が 見 られ る o 同 Vo1．15，　Mo ．4，1936 石 田 寿老 〔当 時 三
・
屠毎洋生物） の Netes 　on 　 the　digestion　 of

蒡
そ の 前年 1900 に 」，Loeb の 4rtificial　parthenogenesis が 出た年 で あ る 〔Amen 　J．　Physio｝．3．／35）

（42 ，
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Cha ，
’
ybdea 　 rastoltii （p ，449−452） 1こ よつ て 東大 の 生 理 へ の 進 出 が 窺われ る 。 同 Vol．16，　 No ．3．1937 平

秣 清 （瀬 戸）．の Change 　of 　blastecoel ［c　pl｛ during 　gastrulation 　of 　the 　echinoid 　embryos （p ．205
−2〔｝9）は 獺戸臨｝毎の activity と共 に ，　 pH の 硫究 が 盛 ［こ な つ た こ と を認め られ る 。

　 Vo 呈．18，　 No ．1．1939

に 至 り森 主一 （京大 ，動） On 　the　diurnal　actlvities 　of　a　freshwater 　shrimp ．1：eander 　pattcitietis（de ．

Haan ），　 and 　 a 　fish，　R 屠 ，og 画 εイ5 鐔加 儒 Gill．（p．75−80｝は 同入 の 今 日lc至 る 研究 の 初期 の 業績 で あ る 。

同 VoL 　19．　No ．4， 194b，森和雄 （東北大卒癌磧） 三 輪光雄，山 下 久 雄 The 　 actien 　of 　alpba 　rays 　on

Dyster 　eggs （p．262−266）は動物学 者 に よ る放射生 物学 研 究 の 先 駆 を なす 。
　Vo 萋．21，　No ．2，コ942 に は 闘

文一 椋 城大 ， 薬 物）U ．die　Bielum 量nesaenz 　bel ろ ・・刀 ‘フご」〜α
履 和 in　 Aktions 言tr。mbikl 　 sowie 　 im

histQl．　Bild （p．59−77）が あ る o 爾 ，
　 Vo嵳； 22，　No ．2

，
19431c 　Sanji　Kishi，三 輪 光雄i，森 和 雉 t「，　 den

Einfiuss 　der　B −Strahlen 　 auf 　die　FIUgelchen 　der 　Sch 皿 etterlingspuppen （p．75−89）が ある 。

　殆 ど 分 類学的 で あ つ た 彙報 もか くて 時 代 の 趨勢 ：（二拌 い 生 琿学的 論文 も少い なが ら も登載 される に 至 つ た g

　大 正 11 年 1922 学術 研究 会談に よつ て 動物学輯報が発刋 ぜ ら れ ，そ の VOl ．ユ，　 No ．】 は 開卷劈 頭畑井

新喜司 の 　Contributlons　 to　 the 　 phys ：olo 野 of 　 ea エ
・thworrns ．1．　 The 　 effect 　 of 　 heat　 on 　 rhythmic

contracti 。 ns …… ｛P・1）を以 つ て 発足 し た こ とは嬉 しい
。 同 No ，2，1925．耄こ に 犬 飼 哲 夬 の Uden

Ein 舳 ss 　der　Temperatur 　anf 　die　Pu ］satioliszahl 　bei　 der　Amphibien 正arven 　und 　Vogelembryonen

（p．67） を見 る b 同誌は ま た 抄録 を登載す る が ，それ iこ よつ て も生 理 学的毳著 の 家第 に 増煎す る 傾向 が うか

が われ る 。

　京都帝靄大学 理科紀要に は VoL − ．　 No ．2 に 篠田 統 の 昆虫消化 生 理 の 論著 ，
　 Vol 　 XH

，
　 No ．2， 193？ に

は Ya 皿 amoto
，
　 K 〔大津臨 湖） の melanophore の 生 理 ，本 城 市衣郎 の Caridinic）la　 indita の 筋神経

生 理 ， 自崎 ，
M ．の Leticコtertne．s’　fot’rrtosanus の 揚内鞭 毛 虫 s） ダ リ コ ーデ ソ 分布 ，　 Vol ．　 XV 〔1939 ）に 本城

の イ モ リ幼生 の 色感 覚等 が 散 見 す る 。

　北大 農学部紀 要 に 於 て 注 目す べ きに山根甚信 の 精虫生理 に 関す る 研究 で あ る （Vo1．1X ，161 −Lt35．1920 其

池）。

　以 上 の如 く 1920 −30 年頃 よ り茨第 に 生 理 学的砥究 の 盛に なつ た こ とは ．各誌 の 傾向に よ つ て 明 か セあ る

が ，こ れ に 拍 車 を か けた もの は 東化帝大 ，理 科報告 （eeLn輯 ，生 働学 ） の 発 11弖で あ る。東 北 大 ，生 物学 教室

は 大正 IL） 年開講，漢 虫臨海実験所 は大 正 13 年開听式 を挙 げた が 共 に 畑 并薪喜 司 そ の 創設に あた り，動物

生 理 学 に 重 点 を 置 い た 。 従 つ て そ の 理 科 報告 Science　Reports 　Qf 　Tohoku 　I孤 p，　 Univ ．　 Sar．　IV （Biol ．）

も最初よ り生 理 学 的論交 を 登載 し．以後そ れを 特色 と し て 生 理学 研 究熱に 寄与 し た こ とは大 で あ るqVoLI

は 大正 13 年 1924 −1926 発 行 で 畑 井新喜 司 の 蚯矧 の 生 理 研，小峰茂 之 の 神経 系 統 の 代 謝 ， 野 村 七 録 の

Asterina の 受 精素 ， 野 村蓋プく郎飯矧 の 運動 iこ 及 ぼ す光 の 影響 ， 等 四 篇 の 生 理 学論文 を登 載 して い る 。 其 後 の

雀 号に 現 わ れ た 主 な る 逸 日や 著 老 を 摘記 す る と野村益 太 郎 は ミ ・ ズ の phototaxis を 続 げ，寺 誰 新 ，牡 繧 の

受楕素 ， 野村 七 録 ，酸素張力 と Catidina の 呼吸 ，川本信 之 Cditdina の 生 理 ，高鯉俊
一，牡鞭殊に そ の 心

臓生 理 ， 小久保清治、魚類 ・牡蠣 の 呼 殴生 理 ，血液 pH ，水野 ゾ ウ リ ム シ の 成長 ，鳥生 ，金魚 の 呼災 ，渡辺

蛭 矧 の 電 気的極 性，沢 野 ， Caudina の 消 化酵素 ， 陶烈 ，　 Ca ・tdina 筋生 理 ， 小牀 ， 厳矧 の porphyrin ； 覇

晦，小詠 ，牡磯 の 乳 酸及 び グ リ コ ーゲ ン ，そ の 季 節 変 化 ； 田 村 ，カ キ の 筋 力 1 熊 野．カ キ 囲 心轡 液血渡 の 化

学成分 ； 矢埼，カ キ の 体液 の 物理 化学的性質 ； 野沢 、カ キ の 辱 吸 ；沢 野，カ キ の 消 化酵素 ；川本．鰻 の 血 液 ；

金 ， ミ ・ ズ の 体 温 ； 野村 （益 ）， 大 淵 ， 無機 塩 の い ズ に対す る 影 響 ； 大 石 ，
ミ ・ズ の 生 殖 ； 野村 （七），

ゴ

カ イ 棲 息地 の 物 理 化学i 青木 ， ミ ・ズ 出管 の 生 颯 小林 （新），金 魚 の 清掃反 射 1 山 口、ホ ヤ の 生 理 ； 長谷山．

腎 の 組織学的生 化 学的変化 ； 野村 ｛七 ）， 繊毛退動 大鮪 ，イ モ リ 興捕出 ； 沢 野， 参木， ヒ ト デ 胃 の 毒作肖 ；

小林 （佐），Cattdina の 血色素 ； 矢崎 ，軟 休動物滲 透圧調整 ； 小泉 帳 ），　 Cattdinaの 電 解質平 衡 ； 」．　F ．　Mc −

Clendon 」 北大平洋 表 琶 の pH ； 」．　 F ．　McClendon 及 今井， ア ミ ノ 酸 か ペ フ チ ー∫ か ？　 鳥生 ，嘱 虫 の

グ リ コ ーゲ ン ； 小 久 保，水槽中 の 呼 吸条 件 ； 小 秣 （難），ホ ヤ 俸液 中 の 酸 ； 六楓 無脊椎 動物 血液 ，体液 ； 小

c　43 〕
畠
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久 保，ナ マ ズ の 電気刺戟 ； 永野 ， 水中及 瓦斯中の ミ ・ズ の 生 存期間 ； 大島，金 魚 の 抵抗力 ； 森，Chitvnomtt．s’

jarva と 薬品 作用 ； 石 出 ，カ キ の 酸 素消費 ； 小泉 ，細弁； 水母 の 無機成分 ；

　以 上 は Vo ｝．10，1936 ま で の大要で あ る が，以下は現代に つ なが る と して 省 略す る 。 同誌は 戦争中 Vol
，

XVI 工，　 No ．4，1943 を 以 つ て 中繦 し た が 絡戦後 最 も早 く復興 した もの の
一

で あう て VoL　XVIII ，　No ．1 は

ユ947 に 発行 され最近 VoL 　XX ，　 No ．3，1954 を出す に 至 つ た 。

　既 に 与 え ら れ た頁数 を趨過 し て い る の で ， 最後に 浦本政三 郎 1昭和 玉0年 ｝が各主要大学 生理関係 の 研究室

及 び研究老 と 生 理 学 各分蜉 と の 関係 を 図示 し た もの か ら，更 に 主 な る もの を摘記 して 此稿 を終 る こ と と す る 。

　大沢 （東大 ｝， 天谷 （京 大 ）中川 （阪大）藤岡 （京 大｝等 の 開 拓者，大先輩は 各科に分属せ し めず埓外 に 配

した 。
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グ レ ン ツ ゲ ビ H ト ；藤巻 （東 京市衛生試 験所）

植　 物　 生 　 理

歴 史 科 学 概 論

感 ー覚

神 経 及神経筋生 理

消　 化　 分　 泌

前L
．
液 頒 鐶 呼 吸

1杉本 （慈大 ）

1暉 峻 （倉敷 労研）
1

永并 （東大）

1 東 　 〔東大 ，薬）
1駘村 （京大 ）

纐纈 （九大 ， 理 ）

内 山 （東大）

籘田 〔東北大 ）
生 沼 ｛岡大 ）
黒 田 （満大 ）→ （京 城 大）
林 　　（慶大）

戸塚 （日大 ）

朴沢 〔北大｝
加藤 （慶大 ）
石 川 （京大 ）
橋 田 （東大 ）

、浦 本 （慈大 ）’
上 野 （金 大）
笹 川 ｛大阪高医）
山極 （東大）
坂本 （東大）

　古沢 ｛倉敷 労 研 ）
久 保 （慶大）
，和 合 （東医）

福 原 （新大）
久 野 （満大 ）→ （名大）

禳翻奮鄭
ガ

1佐武　（東 d匕：ソ辷）

石原 （九大 ）瀬尾 （九大 ）
板垣 〔九 大 ）

緒方 （長 大）
久保 （阪大）
酒井 （千葉 大 ）鈴木 （千葉大 ）
酒并 （千葉大）
小 玉 （熊 大）
福 田 （名大）→ （東大）

　表中→ 印は 其後転勤を 示す 。 （筆 者 の 記憶 にあ る 分だけ で 充 分調 べ た訳 で はな い 〉。 久 保秀雄（阪大）は ，後

物理 化学的方面に 潔入 り し 「生 物 理 化 学 」　（PP ．755 昭 和 25 年 大阪永井書店） の 好著 を出 し た
。

ま た 表 中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　144）
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に は ない が本 川弘一は東穴よ．り東北大に 転 じ我国 の 脳波 研究 の 先駆 をな し 「塵波」 （p ．　3E　1 中東京南条 書店）

を出 し， また視 覚 生 哩 に 功績 を挙 げ て 米国 よ り招 か れ 各大学 を 講演 し て 廻 つ た う 生 理 学 講座 （中山書店） の

出版 も記録 に 硫す る 事 で あ る 。

　多 くの 不 備 と粗 漏 と を 謝 して 筆 を擱 く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 　　　　　　鹸

　H 本生理学文 獻　巳本生理学 文献 調査会編簒　代表者嬌田 邦 彦，永井潜　在職 25 年 記念 出版，昭 棟 7 年

刊 （劉治 6 年 〜昭和 5 年 の 文 献 を 敬む ）pp ．255．

　目本解 剖学及 生 理 学計数 生 沼曹六 監修 531＋ XV 　pp ，編輯兼発 行 林香菰 財団法入啓明会の 補功 に よ

る出版 ，〔昭 和 九 年｝　
’
　　　

°

　浦本政三 郎 　近 世 日本生 理学思想 史論　邦 人叢 書 3pp ．ユ05 ＋ iv 昭 和 弖9 年 　邦入 社

　寺 島 柾 史　徴界対照　日本科学史年 表　pp ．442tC ． 昭 和 17 年 　霞 ケ 関書房

　橋 田 邦 彦　因果 と全 機性　科学 〔2〕n ，12．1932．

　生 理 学講 藝　12 卷及別珊　日本生理学 会　編輯　申 LLI書店発行

　杉 　靖三 郎 　生理 学 の 史的展望 ，生 理 学講 整　12 卷　1−45

　 内 山 孝 一　 日本 に 於 け る 生 廻 学 の 発 達 　1−15

　石 原 　 明　生 理 学史年 表　1−39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （野村七録）

動 物一 毅 生理 學 動 物生 瓔 学 の
一分科 と し て ，生 きた細胞に 対 し実験的 手 法を 極躑 こ黼 し て 生 活機

能 の 根 本機講を追求 し よ 弓と する 「
一

般 生 理 学」 な る 立 場 が あ る sJ ．　LQeb の
‘‘The 　Dynamics 　of 　Livlng

Matter ，，
工906 は こ の 理 念 を 始め て 世 に 問 弓た名著 て あ る が ，　 Celumbia 大 学 在籍 中 二 の 著述 の も と と なつ

た特別 蘿義 を偶然 直接に 職 く機会 を もつ た若冠 26 才 の 谷津直 秀 （1877
−1948 ）の 脳裡 に は ， 我国 に 於 け る こ

の 方 向の 学 的麗野1こ 最初 の 鐙火 が 点 ぜ られ た と み て よ か ろ   眷津 の 抱負は其 後 門下 に鎌田 武雄 （
’Ol一ン 46｝

を得 て 実現 に移 され た ． こ こ で は 主 と し て 東大理学 部動物学教室 を 中心 とし て引続 い て 行われ て い る 研究 の

歩み を た どつ て み よ 5 〔但 し 卵 の 問題に就 て は 別 項 に 譲 る ）。

　動 物生 理 学 の 研究 に 志す老に とつ て細胞 の動約 な反応 機構程魅力 的 な対象は 少ない 。 鑞田 の 最初 の 業績 が

細胞に対 す る刺檄劫果 の 端 的な表現 で あ る 原 生 動勃 の 走電性に 関す る も の E あつ た の も偶然 で は ない 。 彼に

ぱ じめ ゾ ウ リ ム シ の 走電性 の 符号 逆 転に 関す る 条 件 の 探究 を行 つ た が （
’28，

’29）．の ち ゾ ウ Yxx シ の 繊毛 反応

に み られ る直流 の 極作用 に 着目 （
’31）す るに 至 つ て ，

一般 髏刺牲形態 の 電気緊
”va は極的 輿奮 の 原 型 と し て

の 認識 を深 め た と い える e そ こ で 興 奮誘 起 の 機講 の 量的解明 の 第一歩 L し て ゾ ウ リ ム γ の 直流刺激に よ る各

種葡果に 関す る 時 間強度関 係 が 決 定 され た （vaLE　 ’28，木下
’36）n 引続 き木下 （

’3S，
’39｝は 階段酌 に 増 誠す

る 電流に よ る閾刺緻 を試み ，そ の 結果 に 基 き任意 の 波形 の 刺 激電流を ，与え た擦 の 所謂潜 伏興奮 の 消長を 量 的

に 予測表現す る 方 式を考案 し た う
一方 イ t ソ 変動 が 繊毛反 応 の 直接的誘因 で ある と の 見池 か ら，細胞内外 の

イ t ソ 濃度及 び組 成を実 験的に変化 せ しめ た際 の繊毛反応 （鎌 田
’38

， 木下
’39，鍬日 ・木下

’40）並 びに膜

電位 （鑞 田
’34）が測 定 せ られ ， また細 胞内外 の 主要塩 類 イ オ ソ の 平衡関 係 が 枇学 分 析 に よ り決定 せ られ た

啾 田
’40）． こ れ ら の 結果 ，ゾ ウ リ ム シ の 膜は 陽 イ オ ソ 透 過性 を 有す る事 ， 及 び細胞 内 Ca イ 才 ソ の 減少 が

繊毛亙応 の 一誘因 と し て 考 え られる事な どが 示 s れ る に 至 つ た （鎌田
「40 ｝。 同 じ く繊毛 虫類 の 繊毛 反応 で あ

る が ，才 パ リ ナ の 繊毛波 の 複雑 な変 転 の 機構 が 岡島 C53｝に よ り検討 され た 。 彼 ICよれ ば繊毛波 の 形は 細胞

の 濁所的 披刺激性 の 相違 と ， 各繊毛 の 打敲方 向変転 の 容易 さ如何に よ り決 定 され る 。 更 に 木 f （
’53）は 才 パ

V ナ の 繊毛 打融 方向 の 変 動 は 膜電 位 の 消長 と密接な関係 に あ り，共 に 細胞内 Caity の 濃度 に 俵 存す る 事

を 示 した の で あ つ て ， 繊毛 細胞 の 興奮 機播 の 特 殊性 が 強 調 され た D

　纏毛 の 打融機 鸛 こ 関 して は 繊毛細 抱 の 興奮現象 と は一応 別個 に 後生 動物 の大形繊毛 を 用 い て 研究 が進 め ら

れ た 。 即 ち鎌田 ・木下 （
’39）及 び木下 （

’52）は 少 く と も二 枚貝 の 特定 の 繊毛 で は根本 の 能動部 と 末櫨の 受 動

｛45 ｝
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